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わが 国 に 産 する Pieris BDABOMO うち, エゾ スジ グロ シロ チョ ュ ツウ と 呼ば れる 種 は , EKTOKESLROR 
BO DAN Ab, 本 州 東北 地方 の 中 部 か ら 南 の も の と , 北海 道 お よび 東北 地方 北部 の ぁゃ の と に 分 けら れ , それ ぞ れ に 
P. napi japonica Shirôzu と P. napi nesis Fruhstorfer の 亜 種 名 が あたえ を られ て いる . これ ら は さら に 春 型 , 
夏 型 を 持ち , 個体 変異 の 幅 も 広い . 一 方 近 級 の スジ グロ ショ ロ テ チョ ッ ム . melete Ménétrids に も 似 か よい , 時 に 識別 
が 困難 な ほど で ある . また 産地 は 相互 に か な り 入 り 乱 れ て いる 模様 で ある . 両 種 乃 至 亜 種 の 区 別 の た め に は , 成虫 の 
大 き さ , BE Cred, 卵 , 幼虫 , MORE, 生活 史 お よび 生態 に 関す る 諸 種 の 知見 が 積み 重ね られ る 必要 が あろ 
5, 1978 年 の 春 , 野外 で 採集 され た P. n. japonica が , 実験 室 で 産 下 し た 卵 か ら 出発 し て , 成虫 の 羽化 まで 個体 
別に 飼育 を 行っ た . そし て 幼 昌 が 脱 度 する ご と に 頭蓋 の 脱皮 殻 の 幅 を 測定 し , あわ せ て ふ化 , BLA Ht, 羽化 の 月 
日 を 記録 し た . これ ら の 解析 結果 を ここ に 報告 する . 





























実験 材料 お よび 方 法 


今回 飼育 を 行っ た 材料 は , 1978 年 4 月 7 日 大 阪 府 豊 能 郡 東 能 勢 村 初 合 に お いて 扶 集 し た 1 雌 が , 4 月 10 日 に 産 下 し 
た 卵 に 出発 する も の で ある . 島根 大 学 農 学部 の 温 湿 度 , 照明 な どの 調節 を 行わ な い , 自然 に 近い 実験 室 の 環境 条件 下 
で , ふ化 と 同時 に 直径 6.0cm, 高き 3.5em の ポリ エチ レン カッ プ に 区 移し , イヌ ガラ シ の 葉 を あたえ て , 個体 別に 銅 育 し 
た だ た. 脱皮 が 行わ れる と 同時 に , GAOL RB Nikon profile projector (Model 6CT2) に よっ て 50 倍 に 拡大 し , 
その 最大 幅 を 測定 記録 し た . な お 産卵 , 脱皮 , Wik, 羽化 の 行わ れ た 日 を 記録 し , それ ぞ れ の 期間 を 算定 する と 同時 
に 羽化 し た 成虫 に よっ て 雌雄 を きめ た . 





























結果 と 考察 


頭 幅 の 測定 結果 を 対数 に 変換 し , 更に これ に 1 を 加え て 示し た の が , Table 1 の 数 値 タ で ある . To, Ti の 値 は 

それ ぞ れ 個体 別 , 齢 期 絢 の ヶ の 合計 値 で ある . ここ で 対数 変換 値 に 1 を 加え た の は , 負数 を 整数 に な お すこ と に よっ 
- て 計算 の 過程 に お ける わずらわし さ を 省 く た め の 措置 に 他 な ら な い . 

と ころ で Table 1 に 示す 様 に * の 水準 が 等 間隔 に な ら び , 各 水 準 に お ける 測定 個体 数 が , ひと し い 形 と し て えら 
れ た 結果 が , ERICH SDB, 即ち , この 場合 は 頭 幅 の 成長 が Dyar (1890) の 法則 に し た が 5 か, Gaines & 
Campbell (1935) の 式 を も ぁ っ て 近似 で きる か 否 か は , 直交 多 項 係数 x+, z。 を も ちい て 放物線 を あて は め , その 分 
散 分 析 を 行っ て , 2 次 項 の 有意 性 を 検定 すれ ば よい . こう し た 方 法 に よる 解析 は , Bliss & Beard (1954) が 
milkweed bug の 頭 幅 の 成長 様式 を 検討 する と き , は じ め て 試み られ , 計算 の た め の workform は , 後に Bliss 
(1967) に よっ て あたえ られ た . 雌雄 両方 を も わせ た 数 値 に 対す る 分 散 分 析 の 結果 を 示し た の が Table 2 で ある . 
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Table 1. Log-width of the exuviae of head capsule in each instar of the individual 
larvae of Pieris napi japonica Shirézu y=1+log (mm). 
Larva = Width in logarithms, », for instar barya Regression on ee 
Sex No total 
' I I Il WV Y Ta E (xy) (2x27) 
] 0.643 0.820 1.017 1.220 1.387 5.087 1. 888 -0. 014 
2 0. 643 0. 833 1.017 1. 199 1.384 5.076 1. 848 -0.012 
ð 0. 643 0. 820 1. 000 1.215 1.391 5.069 1. 891 0. 033 
4 0. 643 0. 820 1. 009 1. 188 1.354 5.014 1. 790 -0. 032 
5 0. 643 0. 833 1.009 1. 204 1.358 5.047 1. 801 -0.053 
Female 6 0. 643 0. 833 1.025 1. 204 1.373 5.078 1. 831 -0. 055 
7 0. 643 0. 833 1. 033 1. 204 1.380 5.093 1. 845 -0.057 
8 0. 643 0. 833 1. 033 1.210 1.373 5.092 1. 837 -0. 077 
9 0. 643 0. 845 1. 017 1.210 1.358 5.073 1. 795 -0. 087 
10 0. 643 0. 820 1. 033 1.210 1. 377 ð. 083 1. 858 -0. 056 
Tı 6. 430 8. 290 10. 193 12. 064 13.735 50.712 18. 384 -0. 410 
1 0. 643 0. 820 1.025 1.210 .380 5.078 1. 864 ~0. 034 
2 0. 643 0. 820 1. 025 1. 204 1.373 5.065 1. 844 -0. 042 
3 0. 643 0. 806 1. 000 1.210 1.362 5.021 1. 842 -0. 006 
4 0. 643 0. 833 1.017 1. 193 1.377 5.063 1. 828 -0. 020 
Male 5 0. 643 0. 833 1. 009 1.210 1.369 5.064 1. 829 -0. 037 
6 0. 643 0. 833 1. 033 1. 176 .369 5.054 1. 795 -0. 051 
7 0. 643 0. 820 1. 033 1. 204 1.362 5.062 1. 822 -0.080 
8 0. 643 0. 806 1. 000 1. 193 1.391 5.033 1. 883 0. 069 
Ti 5. 144 6. 571 8. 142 9. 600 10.983 40. 440 14. 707 -0. 201 
T, 11. 574 14. 861 18. 335 21. 664 24.718 91. 152 33. 091 -0. 611 
Female +Male ¥, 0. 6430 0. 8256 1. 0186 1. 2036 1. 3732 0. 18384=B, 
X 0. 6402 0. 8312 1.0176 1. 1989 1. 3756 B=-0. 00242 
xy 2 =] 0 1 2 
=f -2 -1 2 


X92 2 


Table 2. Analysis of variance of Pieris napi japonica Shir0zu measurements in Table 1. 


Row 


1 
1, 
1, 


の ol 中 A w 


N 


Term 


Between larva totals 
Female vs. male 
Within sex 

Regression on instar 
Linear trend 

Simple curvature 
Scatter 

Interaction of larvae by 
Linear trend 

Simple curvature 
Scatter 

Pooled error 


Total 
Correction, Cm 


DF SS 
17 0. 001772 
1 0. 000233 
16 0. 001539 
1 6. 083413 
l 0. 001481 
2 0. 001218 
17 0. 001646 
17 0. 001852 
34 0. 003092 
68 0. 006590 
89 6. 094474 


1 92. 318746 


MSx 105 


10.4 
23.3 
9.6 


6. 083413 
148. 1 
60. 9 


Ded 
10. 9 
ged 
9 


NTT-] 





F 


1.07 
2. 43 
0. 99 


62715. 60 
15. 27 
6. 28 


1.07 
1. 20 
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Table 3 Duration of development (day) of Pieris napi japonica Shir6zu 


Larva Weight 























Sex No. Egg it - Pupa Total of pupa 
I I Il WV Y= Total (mg) 

1 5 4 2 4 3 4 17 9 31 224.2 

2 6 3 3 3 3 5 17 9 32 206. 8 

3 6 3 3 3 3 ve 19 8 33 197.3 

4 5 4 2 3 3 4 16 8 29 200.7 

9 5 4 2 3 3 5 17 8 30 182. 5 

6 5 4 2 4 2 5 17 8 30 202.3 

Female 7 5 4 2 2 3 5 17 8 30 233.7 
8 5 4 3 3 2 4 15 10 30 175.5 

9 6 3 2 3 3 4 15 9 30 212.5 

10 7 3 2 2 2 4 14 9 30 204. 4 

Mean 5. 50 3. 60 2. 30 3. 00 2.70 4.70 16. 4 8.60 30.50 203. 99 

+ S.D. +0.71 +£0.52 +£0.48 +0.67 +0.48 +0.95 +1.43 +0.70 +£1.18 +17.33 

ii 5 4 2 2 3 4 15 8 28 219.5 

2 5 4 2 2 3 4 15 9 29 206.6 

3 5 4 2 3 3 3 15 9 29 193.7 

4 5 4 3 2 2 5 16 8 29 156. 0 

5 5 4 3 2 3 5 17 8 30 194. 5 

Male 6 6 3 2 3 2 4 14 9 29 187. 4 
7 6 3 2 3 2 5 15 7 28 215.2 

8 7 2 3 4 2 5 16 8 31 247.0 

Mean 5. 50 3. 50 2. 38 2. 63 2. 50 4.38 15.38 8.25 29.13 202. 51 

+S. D. +0.76 +£0.76 +£0.58 +0.74 +0.53 +0.74 +0.92 +0.71 +0.99 +26. 67 


row 1 に 見 る 様 に , 個々 の 幼虫 の 測定 値 は 平均 値 と 比べ て 有意 に 異な っ て いな い . row 1 O F の 値 が 有意 で な いこ と 
は 雌雄 間 の 差 は な いと 考え て 差 支 を ない . 事実 この 平方 和 を 雌雄 に 分 割 し て , その 相違 を 検定 し た 結果 は , row1, の 
F の 値 が 示す 様 に 有意 で な い . 即ち この 場合 , 頭 幅 の 成長 式 の 考察 に は , 雌雄 の 測定 値 を 合せ て 解析 し た . Table 2 
の 結果 か ら す れ ば 充分 で ある と 考え られ る . rows 4.4′ に 示す 様 に , 幼虫 と 1 次 回 帰 項 お よび 2 次 回 帰 項 と の 交互 
作用 は と も に 有意 で な い . そこ で row 5 の 残 差 を 併せ て , 三 つ の 平方 和 を 合計 し , 対応 する 自由 度 で 割っ た row 
6 の 平均 平方 s? 三 0.000097 を ぁ っ て 検定 する と , rows 2,2 お よび 3 の 1 次 , 2 次 回 帰 項 と , あて は め た 曲線 か ら 
の ちら ば り と が 有意 と な っ た . row 2 の 2 次 回 帰 項 が 有意 で ある こと は , 頭 幅 の 成長 は Gaines & Campbell の 
2 次 式 を も っ て 近似 させ る べき で ある と 結論 され る . そし て row 3 の 値 か ら 測定 値 は , 理論 的 に あて は め ら れ た 曲 
線 か ら , な お 若干 有意 に ちら ば っ て いる と 言わ な けれ ば な ら な い . 計算 に よっ て えら れ た 2 次 方 程 式 は , 
ダテ 1.01760 十 0. 18384 (X—3)—0. 00242 (メー3)3 

と な っ た . これ か ら 算 定 し た 理論 値 が Table 1 の 也 欄 の 数 値 で ある . 実験 値 と きわ め て よく 一 致し て いる . Table 
3 は 卵 , 幼虫 , 各 齢 お よび 遇 期間 の 記録 で ある が , 雌雄 の 間 の 相違 を 7 検定 し た 結果 は , ここ に は 示さ な い が , い ず 
れ に も 有意 性 が みとめ られ ず , ERWOAA SOL LOOK. 



































摘 要 


エグ ゲス ジグ ロ シ ジロ チョ ッ ウ 幼 虫 の , 頭 幅 の 齢 期間 の 成長 は , Gaines & Campbell の 2 次 式 に よっ て 近似 し えら れ 
それ は 卵 , BBA, MA, また 次 の 目 方 と 併せ て 雌雄 の 聞 に は 有意 の 差 は 見 出さ れ な か っ た . 
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Summary 


The growth of head capsule in the successive instars in larvae of Pieris napi japonica Shirôzu 
was well described with the quadratic equation Y=1. 01760+0. 18384 (X¥—3)—0. 00242 (X—3)2. There 
was no significant difference in the growth of head capsule or in the duration of development of 
egg, larval and pupal stages between female and male individuals. 
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